
福祉用具ヒヤリハット　研修教材（講師用）

Case：100
浴槽手すりが急に動いてバランスを崩し、転倒しそうになる

場面の説明

ねじのゆるみからガタツキが生じていたが、そのまま使い続けていたため、突然大きくズレて前方に転倒しそうになっ
た

利用シーン 入浴 

主な利用場所 浴室・脱衣所 

介護保険の種目 入浴補助用具

分類コード
(CCTA95)

181806 (握りバー，握り)

 

介護テクノロジー －

二次元バーコード

解説

浴槽用手すりは、浴槽の素材や形状によって適合しない場合もあり、本来固定できない浴槽に利用すると、このような
事例が発生しやすくなると考えられます。また、適合する浴槽においても、ねじのゆるみや固定部分のゴムの劣化など
で固定が不十分になりますので、定期的なメンテナンスが必要です。使用前には必ずしっかりと固定されていることを
確認してください。

参考要因（要因の例であり、これだけが正解ということではありません）

人：ガタツキが生じていることに気がつかなかった

管理：定期的なメンテナンスをしていなかった
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福祉用具ヒヤリハット　研修教材（受講者用）

日付： 所属： 氏名：

Case：100

浴槽手すりが急に動いてバランスを崩し、転倒しそうになる
事例詳細

回答前に見ないこと

場面の説明

ねじのゆるみからガタツキが生じていたが、そのまま使い続けていたため、突然大きくズレて前方に転倒し
そうになった

どのような要因が考えられますか？ どのような対策が必要でしょうか？

人（本人・介護者・関係者）の要因

モノ（福祉用具）の要因

環境の要因

管理の要因

メモ
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